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提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

同意監査委員の選任につき同意を求めることについて同意第２号

同意
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める

ことについて
同意第３号

同意農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて同意第４号

適任人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて諮問第１号

可決初山別村過疎地域持続的発展市町村計画の変更について議案第２４号

可決
私有車の公務使用に関する条例の一部を改正する条例の

制定について
議案第２５号

承認
専決処分の承認を求めることについて

初山別村税条例の一部を改正する条例の制定について
承認第２号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和７年度一般会計補正予算（７号）
承認第３号

可決令和８年度一般会計補正予算（第１号）議案第２６号

可決令和８年度簡易水道事業会計補正予算（第１号）議案第２７号

　
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１８

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
を
は
じ
め
、
条

例
の
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
同
意
、
可

１０

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
３
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

議会だ よ り

議員定数を８人から７人へ１人減

　議会改革特別委員会にて議論を重ねてきた議員定数については、

６月定例会において、初山別村議会の定数を定める条例の一部を改

正する条例案が提出され、全会一致で原案のとおり可決されました。

　なお、改正条例の施行は、公布の日から施行し、公布の日以後初

めてその期日を告示される一般選挙から適用されることとなります。



宇

議会だ よ り
　
　
委
員
の
同
意
等

■
監
査
委
員

　
初
山
別
村
字
初
山
別

荒
　
木
　
　
　
隆
 氏
 

（
再
任
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

　
初
山
別
村
字
有
明

　
　
江
　
端
　
由
佳
里
 氏

（
再
任
）

■
農
業
委
員
会
委
員

　
字
共
成

秋
山
　
哲
也
 氏（
再
任
）

　
字
有
明

村
田
　
寿
宏
 氏（
新
任
）

　
字
明
里

岩
井
　
明
彦
 氏（
新
任
）

　
字
明
里

田
澤
己
榮
樹
 氏（
再
任
）

　
字
千
代
田

木
村
　
正
志
 氏（
再
任
）

　
字
有
明

舟
見
　
孝
弘
 氏（
再
任
）

　
字
初
山
別

益
田
　
則
明
 氏（
新
任
）

　
字
明
里

長
坂
　
幸
弥
 氏（
新
任
）

　
字
千
代
田

木
村
　
　
茂
 氏（
再
任
）

■
人
権
擁
護
委
員

　
初
山
別
村
字
有
明

酒
　
井
　
美
　
幸
 氏
 

（
新
任
）

　
　
条
例

■
私
有
車
の
公
務
使
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

→
職
員
の
私
有
車
の
公
務
使

用
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
の
改
正
。

垢
 鎌
田
議
員

　
出
張
時
に
２
名
で
同
乗
し

て
行
く
場
合
も
あ
る
と
思
う

が
、
搭
乗
者
保
険
の
確
認
は
。

茅
 寺
﨑
総
務
課
長

　
搭
乗
者
保
険
に
つ
い
て
は
、

何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
必
要

な
た
め
、
保
険
等
の
契
約
書

で
確
認
し
対
応
し
ま
す
。

　
　
承
認

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
初
山
別
村
税
条
例
の
一

部
改
正
】

→
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う

改
正
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
７
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）】

→
５
埀
３
８
７
万
円
を
追
加

し
、　

億
２
埀
９
８
７
万
８

２６

千
円
に
。

垢
 髙
場
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

費
の
起
業
支
援
補
助
金
に
つ

い
て
、
利
用
し
な
か
っ
た
理
由

は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
要
綱
で
は
、
任
期
を
満
了

し
て
１
年
以
後
は
使
え
る
も

の
で
、
今
、
準
備
を
進
め
て

い
る
最
中
で
す
。
７
年
度
は

申
請
が
な
か
っ
た
。

垢
 髙
場
議
員

　
農
林
水
産
物
直
売
所
運
営

費
の
修
繕
料
の
内
容
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
全
て
が
北
極
星
の
ト
イ
レ

改
修
事
業
の
修
繕
料
。

　
　
そ
の
他

■
初
山
別
村
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
市
町
村
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

→
水
産
業
振
興
構
造
改
善
事

業
、
村
商
工
会
運
営
事
業
の

追
加
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
２
埀
４
４
９
万
８
千
円
を

追
加
し
、　

億
６
埀
８
２
９

２４

万
８
千
円
に
。

【
財
産
管
理
費
】

垢
 斉
藤
議
員

　
旧
豊
岬
へ
き
地
保
育
所
屋

根
葺
替
工
事
に
つ
い
て
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
屋
根

の
工
事
だ
け
で
い
い
の
か
。

ま
た
、
今
後
も
物
品
保
管
に

使
う
の
か
。

茅
 寺
﨑
総
務
課
長

　
物
品
保
管
の
た
め
に
必
要
。

他
の
施
設
で
の
保
管
等
、
様
々

な
視
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

躯
体
は
活
用
可
能
で
あ
る
た

め
財
政
的
な
影
響
も
考
慮
し

屋
根
葺
替
を
し
活
用
す
る
。

【
農
業
振
興
費
】

垢
 髙
場
議
員

畑
作
物
産
地
生
産
体
制
確

立
・
強
化
緊
急
対
策
事
業
の

内
容
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
村
に
お
け
る
畑
作
・
主
に
甜

菜
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
補
助

を
受
け
て
病
原
菌
に
強
い
品

種
の
導
入
や
生
産
性
の
向
上

と
品
質
の
向
上
を
図
る
事
業
。

■
簡
易
水
道
事
業
会
計

簡
易
水
道
事
業
収
益

→
２
１
９
万
７
千
円
を
減
額

し
、
１
億
５
埀
９
７
４
万
７

千
円
に
。

簡
易
水
道
事
業
費
用

→
２
３
０
万
７
千
円
を
減
額

し
、
１
億
４
埀
９
０
１
万
８

千
円
に
。

　
　
意
見
書
案

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の

実
現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
施
策
の
充
実
強
化

を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

に
関
す
る
意
見
書

提
出
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 
議
員

■
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅

持
・
負
担
率
２
分
の
１
へ
の
復

元
な
ど
教
育
予
算
拡
充
と
ゆ

た
か
な
学
び
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 髙
場
志
津
子
 議
員

賛
成
者
 斉
藤
　
勝
博
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

補

正

予

算

意

見

書

案

委

員

の

同

意

等

そ

の

他

条

例

承

認

傍聴に来られた中学１年生



烏

議会だ よ り
 

ふ
る
さ
と
納
税
及
び
農
水
産

物
加
工
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
活
用
に
つ
い
て

議
員

　
昨
年
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
額
は
　
名
の
方
か
ら
２
９

９９

８
万
５
千
円
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。道
内
ふ
る
さ
と
納
税
ラ

ン
キ
ン
グ
に
於
い
て
は
最
下
位

に
近
い
位
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

居
住
修
繕
や
し
ょ
さ
ま
る
や
き

の
鋳
型
購
入
な
ど
主
要
な
分

野
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
人

口
減
、
都
市
間
バ
ス
、
路
線
バ

ス
の
た
び
重
な
る
減
便
、
相

次
ぐ
ヒ
グ
マ
の
出
没
等
、
村
の

現
状
を
考
え
た
時
、
ふ
る
さ

と
納
税
と
い
う
仕
組
み
を
活

用
し
て
納
税
額
を
増
や
し
、

村
の
活
性
化
や
村
民
の
暮
ら

し
を
守
る
一
助
に
出
来
れ
ば

と
思
い
ま
す
。納
税
額
の
増
え

な
い
原
因
の
一
つ
で
あ
る
返

礼
品
の
改
善
を
す
る
為
、
農

水
産
物
加
工
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
、
継
続
性

の
為
に
も
専
門
職
員
を
増
や

し
後
ろ
盾
に
し
、
中
学
生
を

含
む
村
民
に
よ
る
特
産
品
の

開
発
及
び
Ｐ
Ｒ
等
の
運
営
に

つ
い
て
を
検
討
す
る
場
の
設

置
を
提
案
し
ま
す
。

　
又
、
寄
附
金
の
事
業
別
を

現
状
の
５
事
業
か
ら
３
事
業

程
度
に
削
減
し
寄
附
額
を
返

礼
品
の
開
発
と
健
康
福
祉
の

充
実
に
関
す
る
事
業
に
絞
っ

て
、
十
分
な
資
金
を
調
達
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
、

村
長
に
伺
い
ま
す
。

村
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
、

平
成
　
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度

２０

で
あ
り
、
村
に
お
い
て
の
現
在
の

累
計
残
高
は
、
９
９
５
万
４
埀

４
５
７
円
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。ま
た
、
返
礼
品
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
度
か
ら
取
り
扱

２６

い
を
開
始
し
、
現
在
は
、
ハ
ス

カ
ッ
プ
製
品
を
は
じ
め
　
品
目

２９

の
返
礼
品
を
提
供
し
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
寄
附
額
を
募
る
た

め
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
本

年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
初
山

別
村
地
方
創
生
総
合
戦
略
会

議
や
先
日
行
わ
れ
た
初
山
別

中
学
校
２
年
生
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
授
業
に
お
い
て
も
返

礼
品
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
意
見
も
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源
の
７
割
を
地
方
交

付
税
に
頼
っ
て
い
る
本
村
に
お
い

て
は
、
貴
重
な
財
源
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
多

く
の
寄
附
金
を
募
れ
る
よ
う
、

今
後
に
お
い
て
も
庁
内
で
の
横

断
的
な
検
討
会
な
ど
の
開
催
に

よ
り
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
、

引
き
続
き
各
種
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
な
ど
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
納
税
額
の
増
え
な
い

原
因
の
一
つ
で
あ
る
返
礼
品
の

改
善
に
対
す
る
１
点
目
の
「
農

林
水
産
物
加
工
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
と
村
民
に

よ
る
特
産
品
開
発
及
び
Ｐ
Ｒ
等

を
検
討
す
る
場
の
設
置
」
に
つ
い

て
で
す
が
、
農
林
水
産
物
加
工

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

将
来
的
な
運
営
と
施
設
機
能

に
つ
い
て
は
、
職
員
配
属
も
含

め
検
討
の
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。将
来
的
な

特
産
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
て
き
た
本
施
設
で

の
加
工
試
験
研
究
の
ほ
か
、
民

間
事
業
者
が
開
発
す
る
特
産

品
開
発
へ
の
支
援
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
産
品
開
発
及
び

Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

議
会
や
各
関
係
施
設
の
運
営

協
議
会
な
ど
に
お
い
て
、
中

学
生
や
住
民
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
継
続
し
ご
意

見
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
状
の
事
業
区
分
に
つ
い
て
は
、

「
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
特
産
品

開
発
に
関
す
る
事
業
」「
星
の

む
ら
づ
く
り
推
進
に
関
す
る
事

業
」「
健
康
・
福
祉
の
充
実
に
関

す
る
事
業
」「
森
林
・
水
資
源

等
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業
」

「
ふ
る
さ
と
の
文
化
伝
承
に
関

す
る
事
業
」
の
５
事
業
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
　
年
度
の
返
礼

２６

品
開
始
時
に
設
定
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
当
初
の
設
定
か
ら
　
年
が

１２

経
過
し
、
時
代
の
移
り
変
わ
り

に
よ
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
振
興
方
策
も
変
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
真
に
必

要
な
事
業
に
つ
い
て
改
め
て
検

討
し
、
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

一
問
一
答

議
員

　
「
し
ょ
さ
ま
る
や
き
」
を
真

空
パ
ッ
ク
や
冷
凍
等
、
改
善

を
し
て
は
ど
う
か
。

村
長

　「
し
ょ
さ
ま
る
や
き
」
を
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
考

え
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

状
況
を
み
な
が
ら
考
え
る
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ 特産品の開発及びＰＲ等の

　  　　運営を検討する場の設置を

Ａ　子ども議会や各協議会などで
　　　　　　今後も継続し意見を賜りたい



羽

　
７
月
２
日
、
札
幌
市
で
北
海
道
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
「
地
方
議
員
へ
の
　
の
政

１２

策
ア
イ
デ
ア
か
ら
人
口
維
持
を
目
指

す
実
践
事
例
」、
関
東
学
院
大
学
法

学
部
地
域
創
生
学
科
教
授
、
牧
瀬
稔

氏
と
「
ど
う
な
る
政
治
・
経
済
～
日

本
再
生
の
た
め
に
何
が
必
要
か
～
」、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
須
田
慎
一
郎
氏

の
ご
講
演
で
し
た
。
牧
瀬
氏
は
、
地

方
創
生
の
振
り
返
り
と
し
て
、
様
々

な
視
点
か
ら
お
話
し
さ
れ
た
。
須
田

氏
は
経
済
通
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
動
き
と
、
抱
え
る
リ
ス
ク
、
政

治
と
表
裏
一
体
な
の
で
今
後
の
国
会

の
動
き
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
　
分
の
ご
講
演
は
示
唆

９０

に
富
み
、
実
り
の
あ
る
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
定
期
監
査
を
６
月
　２２

日
か
ら
　
日
ま
で
の
５
日
間
実
施
。

２６

　
監
査
委
員
　
荒
木
　
　
隆

　
監
査
委
員
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

　
令
和
７
年
度
分
に
係
る
財
務
に
関

す
る
事
務
及
び
一
般
事
務

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
に
求
め
た
資
料
並
び
に
関

係
書
類
の
閲
覧
お
よ
び
担
当
者
か
ら

の
説
明
を
求
め
た
。

３
　
監
査
結
果
報
告

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
必
要
と

認
め
る
一
般
事
務
は
良
好
に
処
理
さ

れ
て
お
り
、
事
業
の
執
行
も
適
正
と

認
め
る
。

　
髙
場

志
津
子

議
員
が
、

永
年
に

わ
た
り

地
域
の

振
興
発

展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
北
海
道
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、
木

村
議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
宴
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
終
了

時
に
行
わ
れ
る
事
の
多
い
、

い
わ
ゆ
る
手
締
め
。「
パ
パ

パ
ン
、
パ
パ
パ
ン
、
パ
パ
パ

ン
、
パ
ン
」
と
　
回
手
を
叩

１０

く
、
こ
れ
は
一
本
締
め
。
こ

れ
を
３
回
連
続
で
行
う
の
が

三
本
締
め
だ
。
３
拍
を
３
回

繰
り
返
し
「
九
」
と
な
り
、

最
後
に
１
拍
を
打
つ
こ
と
で

「
九
」
に
点
が
打
た
れ
「
丸
」

と
な
り
、
物
事
が
丸
く
収
ま

る
と
の
事
。「
よ
ー
お
っ
、

パ
ン
」
と
１
回
だ
け
手
を
叩

く
の
は
一
丁
締
め
。
前
者
の

略
式
で
、
周
囲
へ
の
騒
音
に

も
配
慮
し
た
、
こ
の
一
丁
締

め
が
今
で
は
広
く
用
い
ら
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

（
文
責
・
斉
藤
勝
博
）

　
編
集
後
記

議　　会　　の　　う　　ご　　き
留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・札幌市）９５　　　月

初山別村消防団春季消防演習（議長外議員全員）１４留萌管内町村議会議長会定期総会（議長・遠別町）1２

例月出納検査（監査委員）１７北海道町村議会議長会理事会（議長・札幌市）１４

第２回定例会（議長外議員全員）１８例月出納検査（監査委員）１５

留萌地域総合開発期成会要望（議長・留萌市）２２留萌地域総合開発期成会定期総会（議長・増毛町）
２１

留萌地域総合開発期成会要望（議長・札幌市）２３北留萌消防組合議会臨時会（斉藤議員・羽幌町）

留萌地域総合開発期成会要望（議長・東京都）２４・２５町村議会議長・副議長研修会（議長・東京都）２６

７　　　月６　　　月

全道議員研修会（議長外議員多数・札幌市）２・３議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）

５ 例月出納検査（監査委員）
１４

議会全員協議会（議長外全議員）

議会報発行特別委員会（委員長外委員多数）議会改革特別委員会（委員長外委員全員）

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査（監査委員・７月３１日までの５日間）２７北海道町村議会議長会定期総会（議長・札幌市）９

定

期

監

査

報

告

議

員

研

修

会

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

議会だ よ り




